
様 式 ２ 

平成２７年度 健康づくり啓発普及事業（特定健診普及啓発）実施報告書 

事 業 名 健康づくり啓発普及事業（特定健診普及啓発） 

実 施 場 所 ○○町保健センター 

特定健診
平成２７年 ６月 ９日（火）～１４日（日） 
平成２７年１２月１１日（金）～１２日（土） 

参加 
人数 ４２５名

特定保健指導
平成２７年 ４月 １日（水）～ 
平成２８年 ３月３１日（木） 

参加 
人数 ４２名

検 討 会 平成２７年 ５月１９日（火） 
実 施 日 時 

本会職員
派 遣 日

特定健診 平成２７年 ６月１１日（木） 参加 
人数 ７６名
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《検討会》 
１．実 績（実施内容等） 
持参していただいた資料の説明の後、〇〇町の医療費分析や特定健診の結果、問診票から〇

〇町の特徴を確認することができた。また、特定健診の受診率を向上させることは難しいが、
町の特定健診受診者と農協ドック検診受診者を併せると約４５％が受診していることを評価
すること。またこれからのかかわりのポイントを明確にすることができた。 

 
２．評  価  
 ①医療費分析やＫＤＢの資料により、○○町の現状と課題について明確にできた。 
 ②現状分析から、これからの動向の予測を把握したうえで、今後のかかわりのポイントを整
理することができたことが大きかった。 

 ③〇〇総合振興局の国保担当者や〇〇保健所職員、町の国保担当も参加することで、課題を
共有しやすかった。 

 
３．実施上の問題点・課題 
継続した検討会や実施方策の検討をすることによって推進しやすいと思われる。 
 

４．今後について 
 ＫＤＢを活用するなどとし、課題を分析したうえで、今回の支援のポイントを参考にし効果
的な受診勧奨や保健指導を実施していく必要がある。 

① ３０～５０歳代の受診勧奨 
② 退職後の６０歳～６４歳 
③ 高血圧性疾患治療者 
④ ３年未受診者の勧奨  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


